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馬
庭
昇

　
１０
月
末
に
島
根
県
内
の
養

鶏
場
に
お
い
て
、
本
年
全
国

で
４
例
目
と
な
る
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
最
大
の

養
鶏
場
で
あ
り
、
対
策
も
十

分
と
ら
れ
て
い
た
中
で
の
発

生
で
し
た
。
ま

た
、
そ
の
後
も

全
国
各
地
で
過

去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
発
生
が

確
認
さ
れ
、
目
に
見
え
な
い

ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
を
改
め
て

感
じ
る
と
と
も
に
、
発
生
農

場
の
早
期
再
開
を
心
よ
り
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
島
根
県
内
で
の
発

生
に
あ
た
り
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職

員
も
、
県
の
要
請
を
受
け
、

１０
日
間
で
延
べ
８７
人
が
防
疫

措
置
業
務
に
従
事
し
ま
し

た
。
緊
急
か
つ
休
日
・
昼
夜

を
問
わ
ず
の
動
員
要
請
で
あ

り
、
対
応
し
た
職
員
に
は
感

謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
農
業
収
入
の
減
少

を
補
て
ん
す
る
収
入
保
険

は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
作
物
が

対
象
で
す
が
、
鶏
卵
は
他
の

経
営
安
定
対
策
が
措
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
含
ま
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
米
麦

や
大
豆
、
野
菜
な
ど
を
生
産

す
る
農
家
は
収
入
保
険
に
加

入
す
る
か
、
収
入
減
少
影
響

緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

や
野
菜
価
格
安
定
対
策
な
ど

他
の
経
営
安
定
対
策
に
加
入

す
る
か
、
選
択
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
現
在
措
置
さ
れ
て
い
る
経

営
安
定
対
策
は
、
い
ず
れ
も

一
長
一
短
が
あ
り
、
農
家
自

ら
の
経
営
を
踏
ま
え
て
選
択

す
る
こ
と
も
重
要
と
思
い
ま

す
。
一
方
、
農

業
経
営
の
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク

を
カ
バ
ー
す
る
収
入
保
険
の

総
合
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

十
分
発
揮
さ
れ
る
こ
と
は
持

続
可
能
な
農
業
経
営
に
不
可

欠
で
す
。
中
長
期
的
に
は
、

類
似
制
度
と
の
一
本
化
も
含

め
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
島
根
参
事
）

収
入
保
険
制
度
を
柱
に

主な記事

農業の構造転換実現へ
基本計画で具体化

２面 総合

災害に備え早期に復旧
BCPを作成しよう

３面 農業保険

写真などで振り返る
今年の主な災害・被害

４面 特集

次週は休刊し、１月
１日付の新年合併号
を発行します。

おことわり

　
１
年
間
の
世
相
を
一
文
字
で
表
す

今
年
の
漢
字
は
「
金
」
と
発
表
さ
れ

た
。
パ
リ
五
輪
で
の
多
く
の
金
メ
ダ

ル
獲
得
や
政
治
を
め
ぐ
る
裏
金
問

題
、
金
目
当
て
の
闇
バ
イ
ト
な
ど
金

に
ま
つ
わ
る
話
題
が
注
目
を
集
め
た
こ
と
で
選
ば

れ
た
と
い
う
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
と
納
得
感
は
あ

る
が
、
裏
金
や
闇
バ
イ
ト
は
来
年
に
持
ち
越
さ
ず

早
く
な
く
し
て
も
ら
い
た
い
▼
今
年
の
漢
字
は
、

漢
字
の
素
晴
ら
し
さ
や
奥
深
い
意
義
を
伝
え
よ
う

と
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が
１
９
９
５
年
か
ら

始
め
た
。
１１
月
に
募
集
し
、
一
番
応
募
の
多
か
っ

た
漢
字
が
選
ば
れ
る
。
発
表
は
原
則
１２
月
１２
日

で
、
“
い
い
じ
、
い
ち
じ
”
の
語
呂
合
わ
せ
で
同

協
会
が
漢
字
の
日
と
定
め
た
。
京
都
・
清
水
寺
の

貫
主
が
大
き
な
筆
で
大
き
な
和
紙
に
揮き

毫ご
う

す
る
発

表
イ
ベ
ン
ト
も
定
着
し
た
▼
全
３０
回
の
う
ち
金
の

選
出
は
５
回
目
で
最
多
だ
。
い
ず
れ
も
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
金
メ
ダ
ル
が
話
題
に
な
っ
た
ほ

か
、
２
０
０
０
年
は
２
千
円
紙
幣
誕
生
、
１２
年
は

山
中
伸
弥
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
（
金
字
塔
）
や

金
環
日
食
、
１６
年
は
東
京
都
知
事
な
ど
の
「
政
治

と
カ
ネ
」
問
題
、
２１
年
は
新
５
０
０
円
硬
貨
誕
生

な
ど
も
理
由
に
挙
が
る
。
続
く
の
は
２
回
選
出
の

「
戦
」
「
災
」
「
税
」
だ
。
戦
は
０１
年
の
米
国
同

時
多
発
テ
ロ
と
２２
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
災
は

０４
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
と
１８
年
の
西
日
本
豪

雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
あ
っ
た
▼
年
末
を

迎
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ

戦
争
に
加
え
、
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
崩
壊
な
ど

き
な
臭
い
ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
た
。
年
明
け
に
は
自

国
第
一
を
掲
げ
、
国
際
協
調
に
関
心
の
薄
い
米
国

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
動
き
出
す
。
戦
や
災
に
３
度
目

が
な
い
こ
と
を
祈
る
。　
　

  

（
２
０
２
４
・
１２
・
１８
）

タ
イ
プ
な
ど
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け

て
き
た
。
未
加
入
の
方
に
は
加
入
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

　
│
│
農
業
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
宮
本　
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
局
所
的
な
災
害
や
高
温
に
よ
る
被
害

が
多
発
し
て
い
る
。
水
田
で
麦
や
大
豆

を
栽
培
す
る
際
は

排
水
対
策
、
果
樹

で
は
多
目
的
ネ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
基

本
的
技
術
を
励
行
し
、
被
害
を
抑
え
る

こ
と
が
大
切
だ
。
災
害
リ
ス
ク
へ
の
備

え
と
し
て
農
業
保
険
加
入
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
も
作
成
い
た
だ
き
た
い
。

害
評
価
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
迅
速
、

適
正
な
損
害
評
価
を
実
施
し
、
共
済
金

の
早
期
支
払
い
に
努
め
た
。
収
入
保
険

の
加
入
者
に
は
、
無
利
子
の
つ
な
ぎ
融

資
で
経
営
継
続
を
後
押
し
し
て
き
た
。

　
│
│
収
入
保
険
の
加
入
推
進
を
強
化

し
て
い
る
。

　
宮
本　
収
入
保
険
は
加
入
経
営
体
数

が
９
万
９
千
経
営
体
と
な
り
、
保
険
基

盤
は
着
実
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
甚
大

な
気
象
災
害
の
被
害
年
の
収
入
を
８
割

ま
で
補
正
す
る
特
例
や
、
青
色
申
告
の

実
績
１
年
分
で
の
加
入
、
保
険
方
式
だ

け
で
最
大
９
割
の
補
償
が
受
け
ら
れ
る

全
国
的
に
大
豆
を
中
心
に
土
壌
湿
潤
害

や
風
水
害
が
発
生
し
た
。

　
│
│
園
芸
施
設
は
。

　
宮
本　
２
～
３
月
に
長
野
県
や
岐
阜

県
で
雪
害
が
発
生
。
８
月
に
は
台
風
１０

号
の
影
響
で
宮
崎
県
で
大
規
模
な
風
水

害
が
発
生
し
た
。
な
お
、
園
芸
施
設
共

済
で
は
原
形
を
失
っ
た
場
合
に
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
し
た
画
像
に

よ
る
損
害
評
価
も
可
能
と
し
て
い
る
の

で
、
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
│
│
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
対
応
は
。

　
宮
本　
被
災
地
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は

農
林
水
産
省
と
情
報
共
有
し
つ
つ
、
損

　
宮
本　
水
稲
の
全
国
の
作
況
指
数
は

「
１
０
１
」
で
平
年
並
み
と
な
っ
た
。

全
国
的
に
は
総
じ
て
天
候
に
恵
ま
れ
た

も
の
の
、
山
形
県
や
秋
田
県
を
中
心
に

７
～
９
月
の
豪
雨
で
冠
水
な
ど
の
水
害

が
発
生
し
た
。
麦
は
全
国
的
に
播
種
期

と
収
穫
期
の
降
雨
の
影
響
で
、
根
腐
れ

や
登
熟
不
良
が
発

生
し
た
。

　
│
│
果
樹
や
畑

作
物
の
作
柄
は
。

　
宮
本　
ウ
メ
は
和
歌
山
県
や
福
井

県
、
奈
良
県
で
暖
冬
の
影
響
で
不
完
全

花
に
よ
る
結
実
不
良
が
多
発
。
さ
ら
に

和
歌
山
県
で
は
３
月
の
降
ひ
ょ
う
で
傷

果
が
発
生
し
た
。
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
が

各
地
で
多
発
し
、
３
県
で
病
害
虫
発
生

予
察
警
報
が
発
表
さ
れ
た
。
畑
作
物
は

　
│
│
能
登
半
島
で
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
。

　
宮
本　
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発

生
。
復
旧
半
ば
の
９
月
に
、
能
登
半
島

豪
雨
で
収
穫
期
の
水
稲
や
園
芸
施
設
に

被
害
が
出
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川
（
石

川
県
農
業
共
済
組
合
）
が
速
や
か
に
現

地
に
入
り
、
園
芸
施
設
は
お
お
む
ね
共

済
金
の
支
払
い
が
終
わ
り
、
水
稲
は
今

月
中
に
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
。

　
│
│
水
稲
や
麦
の
作
柄
は
。

　今年は元日に能登半島地震が発生したほか、７
～９月の大雨や台風１０号の影響などで農業分野に
大きな被害をもたらした。農業保険制度を所管す
る農林水産省経営局の宮本亮保険監理官に今年の
災害の特徴や対応について聞いた。

今年の農業災害の特徴と対応は

地
震
と
豪
雨
農
業
保
険
が
復
旧
支
え
る

農林水産省経営局

宮本亮保険監理官に聞く

て
ぃ
だ
メ
ロ
ン
を
手
に

す
る
増
田
さ
ん
夫
妻

子どもたちとメロンツリー作り

沖縄県宮古市・8farm
生育を支える一翼に

　
【
沖
縄
支
局
】
沖
縄
県
宮
古

島
市
の
メ
ロ
ン
農
家
８
ｆ
ａ
ｒ

ｍ
（
エ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
、
増
田

充
宏
代
表
＝
３６
歳
）
は
、
う
る

ま
市
の
い
し
か
わ
児
童
館
（
山

城
康
代
館
長
）
に
通
う
子
ど
も

た
ち
と
メ
ロ
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
制
作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
子
ど
も

の
自
己
肯
定
感
向
上
に
取
り
組

む
「
解
困
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

宮
古
島
産
メ
ロ
ン
の
Ｐ
Ｒ
を
連

携
さ
せ
た
試
み
。

　
充
宏
さ
ん
と
妻
の
結
衣
さ
ん

（
３７
）は
、
５
年
ほ
ど
前
に
就

農
。
地
産
地
消
な
ど
に
取
り
組

み
「
消
費
者
と
の
距
離
を
縮
め

な
が
ら
農
業
を
通
し
て
社
会
や

周
り
の
人
に
笑
顔
を
作
り
た

い
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

の
「
て
ぃ
だ
メ
ロ
ン
」
栽
培
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
募
り
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
（@

8farm
_m

iyak 
ojim

a

）で
は
「
１
０
０
日
後

ツ
リ
ー
に
な
る
て
ぃ
だ
メ
ロ

ン
」
を
毎
日
投
稿
。
増
田
さ
ん

夫
妻
は
「
農
業
を
通
し
て
社
会

問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
な
れ
ば
」と
話
す
。

だ
。
人
材
確
保
に
向
け
、
会
社
の
事

業
を
地
域
へ
周
知
し
、
各
部
門
で
の

数
値
や
行
程
を
管
理
す
る
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
も
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。

　
県
が
実
施
す
る
埼
玉
農
業
大
賞
で

２
０
２
４
年
度
の
大
賞
を
受
賞
。
全

国
の
生
産
者
と
の
提
携
に
よ
る
安
定

供
給
や
、
農
業
に
お
け
る
担
い
手
不

足
と
障
が
い
者
の
就
労
機
会
不
足
と

い
う
課
題
を
解
決
す
る
農
福
連
携
事

業
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

た
。
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
園
地
を

引
き
受
け
、
省
力
樹
形
で
の
改
植
も

進
め
て
い
る
。
３
人
体
制
で
栽
培

し
、
加
工
品
を
中
心
に
自
社
サ
イ
ト

で
販
売
を
始
め
た
。

　
設
立
当
初
の
約
１５
年
前
か
ら
、
資

源
循
環
型
農
業
の
仕
組
み
づ
く
り
を

構
想
。
今
後
は
、
自
社
で
生
ご
み
肥

料
化
の
施
設
も
整
備
し
た
い
考
え

し
、
安
定
し
た
品
質
と
出
荷
量
に
つ

な
げ
て
い
る
。
営
業
班
は
、
正
社
員

３
人
を
置
き
、
取
引
す
る
物
流
２０
社

と
配
送
計
画
を
作
成
。
物
流
セ
ン
タ

ー
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
利
用
し
て
最

適
な
経
路
と
効
率
的
な
積
載
を
選

ぶ
。

　
提
携
生
産
者
に
は
ネ
ギ
向
け
の
培

土
や
農
薬
な
ど
も
販
売
し
、
栽
培
技

術
と
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
。
「
単
な

る
流
通
業
者
で
な
く
、
同
じ
生
産
者

側
の
立
場
を
理
解
し
て
い
る
の
が
強

み
」
と
山
田
代
表
。
生
産
者
と
は
取

引
先
の
紹
介
や
展
示
会
で
の
商
談
な

ど
を
通
じ
て
協
力
関
係
を
広
げ
て
い

る
。

　
山
田
代
表
は
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
経
験
を
経
て
、
国
産
市
場
が

大
き
く
周
年
需
要
が
あ
り
設
備
投
資

が
少
な
い
ネ
ギ
専
作
で
経
営
確
立
を

進
め
て
き
た
。
「
消
費
者
よ
り
生
産

者
の
人
口
減
少
が
速
い
。
農
業
は
今

以
上
に
必
要
性
が
増
す
」
と
展
望
す

る
。

　
地
域
や
販
売
先
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
市
特
産
の
ナ
シ
生
産
も
開
始
し

い
固
定
価
格
取
引
を
生
か
し
、
収
益

が
上
が
れ
ば
従
業
員
の
賞
与
に
還
元

　
畑
地
３２
㌶
で
青
ネ
ギ・白
ネ
ギ
、ナ

シ
を
栽
培
す
る
。
正
社
員
１３
人
、
特

定
技
能
や
パ
ー
ト
７
人
、
役
員
２

人
、
技
術
顧
問
１
人
の
体
制
と
な
っ

て
い
る
。
ネ
ギ
の
販
路
は
主
に
加
工

向
け
で
量
販
店
に
も
卸
す
。
自
社
生

産
分
の
年
商
は
１
億
５
千
万
円
、
経

営
全
体
で
１０
億
円
超
と
農
業
で
は
地

域
有
数
の
大
企
業
だ
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
企
業
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
め
ぐ
み
の
里
」
が
、
一
般
企
業

へ
の
就
職
が
難
し
い
人
に
就
労
の
機

会
を
提
供
す
る
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
」
の
福
祉
事
業
所
を
運
営
。
作
業

受
託
で
、
正
社
員
８
人
や
利
用
者
４５

人
が
出
荷
・
調
整
中
心
に
働
く
。
年

間
２
～
３
人
の
利
用
者
が
他
産
業
へ

就
職
し
て
い
る
。

　
「
農
業
と
福
祉
が
同
じ
方
向
を
向

き
、
販
売
先
も
含
め
て
三
方
良
し
の

や
り
方
が
重
要
」
と
山
田
代
表
は
話

す
。
ネ
ギ
生
産
は
リ
ー
ダ
ー
１
人
が

兼
務
で
、
青
ネ
ギ
班
が
５
人
、
白
ネ

ギ
班
が
２
人
で
編
成
す
る
。
リ
ー
ダ

ー
は
、
売
り
上
げ
や
設
備
投
資
、
借

り
入
れ
、
人
件
費
な
ど
を
月
別
に
採

算
表
で
分
析
し
、
毎
月
定
例
の
会
議

で
報
告
す
る
。
相
場
に
左
右
さ
れ
な

農福＋商商の力で

　
埼
玉
県
白
岡
市
の
ア
ル
フ
ァ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
は
、
ネ
ギ

生
産
・
販
売
を
核
と
す
る
「
農
・
福
・
商
」
連
携
を
掲
げ
、
福
祉
事
業

所
と
の
就
労
支
援
で
人
手
を
確
保
し
、
周
年
出
荷
に
よ
る
加
工
向
け
の

安
定
取
引
を
実
現
し
た
。
栽
培
技
術
の
提
供
や
流
通
支
援
を
通
じ
て
全

国
の
生
産
者
と
連
携
を
広
げ
て
い
る
。
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
が
経
営

の
基
盤
。
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え
て
い
く
」
と
山
田
浩

太
代
表（
５０
）。
農
業
人
口
の
急
減
や
資
材
調
達
の
不
安
化
な
ど
も
意
識

し
、
地
域
で
管
理
し
き
れ
な
い
果
樹
園
で
の
新
規
事
業
や
肥
料
の
自
社

製
造
な
ど
、
さ
ら
な
る
発
展
に
歩
み
を
進
め
る
。全

国
の
農
家
で
連
携

全
国
の
農
家
で
連
携

物
流
や
栽
培
の
支
援
も

物
流
や
栽
培
の
支
援
も

出
荷
調
整
施
設
に
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
導
入

ネ
ギ
圃
場
で
山
田
代
表
。
自
社
生
産
の

さ
ら
な
る
拡
大
も
進
め
る

ネギの安定供給へ

社会の要望に応える

す
る
仕
組
み
だ
。

　
ネ
ギ
の
周
年
出
荷
は
、
農
福
連
携

で
通
年
の
作
業
確
保
に
も
つ
な
が

る
。
め
ぐ
み
の
里
で
も
、
青
ネ
ギ

班
、
白
ネ
ギ
班
に
分
か
れ
、
体
調
や

体
力
を
考
慮
し
な
が
ら
外
葉
む
き
や

選
別
、
箱
詰
め
、
圃
場
の
除
草
な
ど

作
業
の
割
り
当
て
を
調
整
。
個
々
の

得
意
分
野
を
生
か
す
対
応
で
意
欲
向

上
を
促
す
。
出
荷
調
整
施
設
で
は
特

注
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
導
入
な
ど

動
き
回
ら
ず
作
業
で
き
る
よ
う
考
慮

し
て
い
る
。

　
　
　
▽　
　
　
　
　
　
▽

　
ネ
ギ
生
産
は
、
北
海
道
な
ど
気
候

が
異
な
る
全
国
７０
経
営
体
と
提
携

埼
玉
県
白
岡
市

ア
ル
フ
ァ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
㈱


